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第三者機関としての責任を放棄した人事委員会
月例給、一時金ともに改定なし住居手当削減分はどこへ？

昨年は245円の較差で引下げしたにもかかわらず、今年は298円の較差で引上げなし！!
県人事委員会は10月15日、県議会議長と県知事に対して、2013年の「職員の給与等に関する報告」を行いました。月例給と期末・勤勉手当の改定については、民間給与との較差がわずかであることから見送ることが適当と判断し、勧告を行わないとしました。

報告のポイント
○　月例給、期末・勤勉手当ともに改定なし

・月例給の公民給与の較差は298円（0.07％）

　・給料表の改定は見送り

　・期末・勤勉手当は改定なし(3年連続据え置き)

〇　給与制度の総合的見直し

・人事院の報告の内容に留意するとともに、今後の国の動向を注視し、本県の実情を考慮して検討を進めていくことが必要

報告の内容
１　本年の給与改定

(1)月例給

公民給与の較差はわずかであり、給料表の適切な改定を行うことが困難であるため、給料表の改定は見送り
＜公民の給与比較＞
	職員の給与(A)
	民間の給与(B)
	較差（B）－（A）

	405,457円
	405,755円
	298円(0.07％)


注　減額措置後の職員の給与（行政職員）は、389,250円であり、これをもとに民間従業員の給与と比べると、民間従業員の給与が16,505円（4.24％）上回っている。

(2)期末・勤勉手当（ボーナス）

職員の期末・勤勉手当の支給月数は、民間の特別給の支給月数と均衡がとれていることから、改定の必要なし

	職員の支給月数(A)
	民間の支給月数(B)
	差（B）-（A）

	3.95月
	3.95月
	0.00月


注　民間従業員の支給月数は、昨年8月から本年7月までの実績である3.96月について、国と同様に0.05月ごとの区切りとなるよう小数点以下第2位で二捨三入し、3.95月とした。
２　給与制度の総合的見直し

〇　人事院は、給与制度の見直しを実施することができるよう、次に掲げる課題を中心に検討を進め、早急に結論

・民間の組織形態の変化への対応

・地域間の給与配分の在り方

・世代間の給与配分の在り方

・職務や勤務実績に応じた給与

〇　本県においても、人事院の報告の内容に留意するとともに、今後の国の動向を注視し、本県の実情を考慮して検討を進めていくことが必要

３　公務運営

(1)人材の確保・育成

ア　多彩な人材の確保
・神奈川チャレンジ早期枠試験の改善や、即戦力となる人材の確保策について検討を行うなど、引き続き、チャレンジ精神にあふれた多彩な人材の確保に取り組むことが重要

・民間企業の就職活動後ろ倒しを踏まえ、本県の採用試験についても、国や他自治体等の動向を見ながら、任命権者と連携して、対応について検討を行うことが必要

イ　職員の意欲・能力を活かす人事制度

「新しい人材育成マスタープラン」に基づく人事制度については、引き続き検証・評価を行い、必要に応じて改善を行いながら着実に進めていくことが重要

ウ　女性職員の登用

女性職員が意欲を持って自らの能力向上とキャリア形成に取り組むことができるよう、キャリア相談や研修の充実などに努めていくことが必要

(2)勤務環境の整備
ア　総実勤務時間の短縮

　総実勤務時間の短縮の取組みを更に実効あるものとするため、管理監督者等が、強いリーダーシップを発揮して、業務の改善・効率化や事業そのものの見直しを行うなど、職場マネジメントの向上を図ることが重要

イ　仕事と家庭の両立支援

仕事と子育ての両立支援に向けて、職員が育児休業等を取得しやすい環境の整備に努めることが必要。多様で弾力的な勤務時間制度等の整備については、国の検討状況等を注視していくことが必要。また、配偶者帯同休業制度の導入について、国の動向を注視していくことが必要

ウ　健康管理対策の推進

本年3月に策定した「職員心の健康づくり」に基づき、組織的かつ計画的なメンタルヘルス対策を推進していくことが必要。また、パワー・ハラスメントのない職場環境づくりに積極的に取り組むことが必要

(3)公務員制度を巡る諸課題
ア　地方公務員制度改革

　労働基本権のあり方等については公務員制度の基本的な仕組みに関わる問題であることから、引き続き国家公務員制度改革の動向に注視していくことが必要

イ　雇用と年金の接続

公的年金の支給開始年齢の段階的な引上げに遅滞なく対応していくことが必要であり、段階的な定年の引上げについても、引き続き国の動向に注視していくことが重要

県人事委員会報告に対する県労連声明

県人事委員会は10月15日、県議会議長及び知事に対し、①月例給の公民給与較差は、0.07％（298円）民間従業員給与を下回っているが、僅差であることから給与改定を見送る。②期末・勤勉手当については均衡がとれており、改定は必要としない。③給与制度の総合的見直しについては、人事院の報告の内容に留意するとともに、今後の国動向を注視し、本県の実情を考慮して検討をすすめる。とした報告を行い、５年ぶりに給与の改定勧告を行わなかった。

県労連は、県の緊急財政対策や国による地方交付税削減を理由とした大幅な給与減額措置が実施されていることを踏まえ、適正な給与比較を前提に、県人事委員会の主体性・客観性を発揮した勧告を求め、職場からの切実な声と約25,000筆もの署名を合わせて要請を行った。
しかし、今回の報告は、「人事委員会の給与勧告制度は、公務員の労働基本権制約に対する代償措置としての機能を担っていることから、給与勧告制度の意義にかんがみ、民間準拠による適正な給与が確保されることが重要」と触れるに留まり、給与決定原則の根幹が揺るがされる深刻な状況下にあるにも関わらず、中立的な第三者機関としての役割を果たしたとは言い難いといえる。

また、昨年の月例給公民格差0.06％（△245円）と僅少であったが手当によって引き下げるよう勧告を行ったが、今年の公民格差が0.07％（＋298円）であるにも関わらず引き上げ勧告を見送ったことをみれば、極めて不満な内容と言わざるを得ない。

さらに、人事院報告を追随し、給与制度の総合的見直しについて早急に結論を出すよう示したことは、度重なる給与減額や退職手当の大幅な切り下げを余儀なくされてきた職員に対して、生活への影響のみならず士気に与える影響はあまりに大きく、人材の確保・育成の視点からも看過できない問題である。

職員の給与水準は、多くの関連・地域労働者の賃金水準に影響を与えるばかりでなく、県内経済に与える影響も大きく、計り知れない。

県労連は、これから始まる労使による主体的な交渉により、県に働く職員の生活改善をはじめ、県下全ての労働者・県民の生活改善に大きく寄与するべく、2013賃金確定闘争を全力で取り組む決意を表明する。

2013年10月15日

神奈川県職員労働組合連合協議会（県労連）
2013　県労連確定闘争日程
○10月18日（金）　確定要求提出交渉

○10月22日（火）　確定要求回答交渉

○10月29日（火）　第1回幹事団交渉

○10月31日（木）　支部代交渉

県労連報告集会

自治労県職労総決起集会

　18時30分～　波止場会館

○11月6日（水）　県労連総決起集会

　　　　　　　　　　　　18時～　関内ホール

○11月7日（木）　第2回幹事団交渉

○11月11日（月）　決議文手交

○11月13日（水）　幹事団交渉（最終）

　　　　　　　第111回拡大評議委員会


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































